
薬学生が製薬企業に就職する利点として

「他の理系や文系の学生とは違って、４年間

薬学に従事しているため、医療関係者とも高

いレベルでの会話が期待できる」と断言する。

「後は、いかに自分の知識を人に伝えられる

かが大きなポイントになるが、そのためのヒ

ューマンスキル的な部分については、会社に

入ってからもさらに磨きをかけてほしい」と

話す。

学生時代の過ごし方についても「積極的に

サークル活動やアルバイトをすることで、い

ろいろな人と接する機会を持ってほしい。大

学の定期試験や国家試験では、一定の答が用

意されているが、社会に出ると答のない取り

組みが増えていく。学生時代に自

ら課題を作って、成功したり失敗

したりする体験を積むことは非常

に重要」とアドバイスを送る。

特に、MRの仕事は、人から教わるだけで

はなく、自ら考えて行動し、仕事を自分でコ

ーディネートしていくことが求められるた

め、常日頃から行動力が身に付くように心が

けておく必要がある。また、研究者として製

薬企業に就職しても、１人で完結する研究は

ないので、こちらもうまくチームに溶け込め

るかなどヒューマンスキルが問われる。

薬学部は女性の多い学部だが、「男性に比

べて女性はライフイベントにかかわる負担は

大きい。だが、それをうまくクリアできれば、

もともと優秀な人が多いので道は自ずと開い

ていく。リーダーを目指すという高い志を持

ってほしい」と訴えかける。

世界に向かって事業展開するステージにあ

る大日本住友製薬では、「若い人材がフラン

クに仕事に取り組める環境は整っている。会

社の成長と共に、自らを高めたいというガッ

ツのある人にはぜひ来ていただきたい」と呼

びかけている。

最後に「就職活動は、人生の大きな節目と

いう意味で良い社会勉強になる。早い段階で、

製薬企業、病院、薬局などと就職分野を決め

つけないで、就職活動を通じて様々な業界の

ことを知っていただきたい」と強調した。
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「調剤を併せ持った、ドラッグ

ストアが取り扱う幅広い商材につ

いての専門性が必要になる」と、

ドラッグストア大手のセガミメデ

ィクスで人事担当責任者の上野裕

士氏（総務部人事チームマネージ

ャー）はドラッグストア企業が求める薬剤師

のイメージをこう語る。

ドラッグストア業界の動向について、上野

氏は「今後、コンビニエンス性や幅広い品揃

えで長時間営業する形態と、専門性を追求し

薬剤師を中心に展開する形態の２極化が進む

傾向にある」と見通す。同社の場合は、専門

性追求型の店舗を進めていく方針で、調剤、

OTC薬、サプリメント、食事に至るまで、

トータルで来店者や患者に対してアドバイス

できる薬剤師育成に注力している。

2009年には改正薬事法の完全施行で新しい

医薬品販売制度がスタート。業界を取り巻く

環境は激変しようとしている。それだけに企

業が求める薬剤師像も様変わりしそうなのが

現状だ。上野氏はドラッグストア薬剤師につ

いて「知識の上にプラス、コミュニケーショ

ン能力が大事」だと強調する。ドラッグスト

アの店頭では、頻繁に様々なタイプの人と接

する機会が多い。薬学的知識が豊富でも、そ

れを相手に分かりやすく伝えることができな

ければ無用の長物。「笑顔をもって、あいさ

つなど明るく対応できる人でなければ難し

い」と上野氏。また、『薬剤師として、こう

いう仕事はしたくない』という「薬剤師の壁」

を自分の前に張りめぐらすタイプも少なくな

い。何でもどん欲に勉強していくタイプがド

ラッグストアには向いているようだ。

最後に上野氏は企業選定のポイントについ

て、「やはり自分が働く現場を見ること。企

業説明会やネット上だけでイメージすること

なく、希望する企業の店舗を複数カ所見て歩

き、できればそこで働いている複数の人に話

を聞くことが大事。企業側が見せてくれる店

舗はいわば特別な店。その見極めを行うこと

で、入社後に戸惑うようなリスクも減るはず」

とアドバイスを送る。一方で、「企業が全て

の希望を揃えられるわけではない。むしろ、

自分が入社してどう描いていくかという気持

ちを持つことが大切。薬剤師になることがゴ

ールではなく、本当の勉強はそこから始まる

つもりで取り組んでほしい」という。

この数年間で急成長しているドラッグストア業界。昨年11月には総務省の「日本標

準産業分類」にドラッグストアが分類され、今や日本の消費・景気の動態指標として

位置づけられる業態となった。一方で、従来からの健康志向の高まりや高齢化社会が

進む中、セルフメディケーション推進の窓口として、また医薬分業の受け皿としての

期待も大きい。
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セガミメディクス 上野　裕士氏

製薬業界は、1961年に国民皆保険制度が発足以来、右肩上がりに成長し続けてきた。

だが、近年は、国の医療費抑制政策に伴う国内市場成長の鈍化により、大きな転換期

を迎えている。海外進出を目指す企業も多く、石川誠氏は「これからは、チャレンジ

ングな仕事が増えてくる」と指摘する。さらに、「スケールの大きな仕事にチャレン

ジできるフィールドが用意されているという点では、薬学生にとっても大きな魅力を

感じてもらえると思う。自分を伸ばしたい、成長したいという薬学生は、製薬企業へ

の就職を一考する価値がある」と語る。

大日本住友製薬人事部（人材グループ）マネージャー 石川　誠氏


